
 

 

 

 

本日、修了式を行いました。令和７年度は、生徒の皆さんの成⾧と変化

を日々感じる１年でした。「自分を大切にすること」「周りの人を大切にすること」を生徒の多くが実践して、

目指していた「心穏やかに学び、生活できる学校」に随分と近付いたと思います。生徒の皆さんが自分を磨き、

周りの人に思いやりをもって行動したこと、あいさつを頑張ったり、係活動に責任をもって取り組んだりした

こと、学校行事や部活動に全力で取り組んだこと、その一つ一つが輝いて学校がより良く変わっていきました。

生徒の皆さんの努力に心から感謝しています。次年度はさらに、橘中学校全体がより良く成⾧、変化すること

に期待しています。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、今年度の本校の教育活動に御理解と御支援をいただき、ありがとうござい

ました。運動会や合唱コンクール、学校公開日などに多数参観いただきましたこと、部活動に熱心に協力いた

だき、熱い声援をいただきましたこと、子供を応援する会の活動に積極的に取り組んでくださったこと、合唱

コンクールで保護者と教職員が一緒に歌をプレゼントしたことなど、その姿は、生徒の健やかな成⾧を願う気

持ちの表れであることを生徒たちは十分に感じ取り、感謝の気持ちを抱いていました。身近な大人の姿は、生

徒にとって人としての在り方、生き方を考えさせる教科書です。これからも地域、保護者、教職員が共に「大

人の姿」を生徒に示していくことに、お力添えをよろしくお願いします。 

 

ＰＴＡの在り方が議論される中、本校のＰＴＡは、

今年度に「子供を応援する会」として大きく生まれ変わったことは皆様御存じのとおりです。これまでのＰＴ

Ａでは、協力したいという気持ちはあるけれども、ＰＴＡ活動に参加することが、働く保護者の皆様にとって

は大きな負担になるということが⾧年の課題でした。この課題を改善するのが「子供を応援する会」の試みで

す。時間の都合がつく時に、協力できる人がボランティア活動として協力をするという活動方針のもと、取組

が進められています。結果、多数の協力を得て、多くの活動は、ほぼ順調に行うことができました。この「子

供を応援する会」の活動は、悩みを抱える全国のＰＴＡの課題解決に役立つモデルケースとなるかもしれませ

ん。しかし、本校の「子供を応援する会」にも大きな課題があります。それは、御家庭の加入率が１００％で

ないということです。このために、全校生徒のために集めた会費を有効に使いたいという時に、会費を払って

いない人との不公平が生じることが壁となって執行部の皆さんが頭を抱えてしまう場面を幾度となく見てき

ました。そこで、「子供を応援する会」の会員の一人として、皆様にお願いです。もちろん、加入は任意です

が、是非、次年度は皆様にこの「子供を応援する会」の趣旨に賛同いただき、入会いただけないでしょうか。

それがきっと生徒の学校生活をより充実したものにする力となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

この度の人事異動により、私を含め、１４名の職員が橘中を去ることになり

ました。私はわずか１年の勤務でしたが、皆様に支えていただいて、とても楽しく充実した日々を過ごすこと

ができました。今後は橘中学校の益々の発展を陰ながら応援してまいります。皆様、ありがとうございました。

そして、お元気で。 
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教諭 山﨑 あき子（県警少年サポートセンター） 
教諭 林田 真治 （再任用退職） 
講師 中小路 和久（滑石中学校・西浦上中学校） 
講師 渡辺 真季 （東⾧崎中学校） 
講師 大石 大樹 （緑が丘中学校） 
講師 平井 穂嵩 （新規採用 山里中学校） 
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校⾧ 宗 友博（⾧崎県教育委員会義務教育課 参事） 
主幹教諭 峰 陽児   （三和中学校 教頭） 
教諭   岡本 悠暉  （三重中学校） 
教諭   岩下 健   （茂木中学校） 
教諭   小野 晴美  （退職） 
教諭   楠本 圭   （小島中学校） 
教諭   小金丸 早紀 （土井首中学校） 
教諭   溝上 雅子  （東⾧崎中学校） 
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